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富山観光遊覧船㈱ 夢と課題を探る！

国、県、市、経済界の支援
で富山観光遊覧船㈱設立

中沖知事より、飲食の出来
る船の導入の要請を受ける

中部運輸局「松川遊覧航路」
事業を許・認可
「滝廉太郎Ⅱ世号」が就航

中島閘門復元で「滝廉太郎Ⅱ
世号」の設計図を国に提出

中沖知事、松川～いたち川
～富岩運河を通した舟運の
可能性を検討するよう土木
部に指示

白井土木部長、遊覧船にて、
松川～いたち川～牛島閘門
視察。舟運の可能性を探る

「滝廉太郎Ⅱ世号」全国運
河サミットで、富山県の
チャーター便で運河に就
航。富岩運河クルーズ開始

1987年

1990年

1994年

1996年

1997年

1999年

「
富
山
城
か
ら
富
山
港
へ
の
舟
運
を
復
活
さ
せ
よ
う
」と
、
１
９
８
７
年
、

国
、県
、市
、経
済
界
の
支
援
の
も
と
ス
タ
ー
ト
し
た
富
山
観
光
遊
覧
船
㈱
。

「
水
の
都
と
や
ま
」の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、「
夢
の
神
通
回
廊
」構
想
の
、

夢
と
、
課
題
を
探
っ
て
み
た
。

歴　史

　　　　　　　　運河の河口から約
3.1㎞上流に位置し、約2.5mの水位差
を二対の扉で調節するパナマ運河方式
の閘門。1998年に復元された。扉は
珍しいリベット接合（約15,000本）。

中島閘門

　　　　　　　　富岩運河といたち
川の間に建設された。「滝廉太郎Ⅱ世
号」が通れるよう約60cmの水位差を
調節する。2001年に復元された。

国指定重要文化財

牛島閘門
国登録有形文化財

▼

２
０
０
７
年
春
、
松
川
に「
神
通
」（
定
員
41
名
）就
航
。「
滝
廉
太
郎
Ⅱ
世
号
」

が
富
岩
運
河
で
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
を
開
始
す
る
た
め
、
リ
オ・
サ
ン
ア
ン

ト
ニ
オ
ク
ル
ー
ズ
と
姉
妹
提
携
10
周
年
を
記
念
し
、サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
遊
覧

船
の
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
新
造
船
を
建
造
。　
▼
富
山
県
の
チ
ャ
ー
タ
ー
で

環
水
公
園
で
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
む「
滝
廉
太
郎
Ⅱ
世
号
」の
乗
客
。
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ダ
イ
オ
キ
シ
ン

サクラパックス（株）

　

そ
れ
は
、富
岩
運
河
の
中
島
閘
門
下

流
は
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
問
題
が
未

解
決
だ
か
ら
だ
。運
河
の
水
深
は
１
〜

２
メ
ー
ト
ル
。「
船
が
通
る
と
河
底
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
ス
ク
リ
ュ
ー
で
巻
き
上

げ
て
し
ま
い
、下
流
に
流
れ
て
漁
業
被

害
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
う
」か
ら
だ
。

　

も
し
、「
富
山
湾
の
魚
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
」、と
い
う
風
評

が
で
よ
う
も
の
な
ら
、大
パ
ニ
ッ
ク
に

な
り
、「
漁
業
者
が
大
打
撃
を
受
け
る
」

こ
と
に
な
る
。県
は
そ
れ
を
恐
れ
、船
の

通
行
を
許
可
し
な
い
の
だ
。

　
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
問
題
が
解
決

し
な
い
限
り
、船
の
運
航
は
許
可
で
き

な
い
」、と
い
う
の
が
、
２
０
０
１
年
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
見
さ
れ
て
か
ら

の
、富
山
県
の
一
貫
し
た
答
弁
だ
。
さ

ら
に
、や
っ
か
い
な
問
題
が
横
た
わ
る
。

牛島閘門を「滝廉太郎Ⅱ世
号」が通れるよう復元

中島閘門下流で大量のダイ
オキシン汚染発見、富山県
が船の運航を禁止

神通川直線化100周年記念
「川と街づくり国際フォー
ラム実行委員会」発足

リバーフェスタ「川と街づ
くり国際フォーラム」開催
「水の都とやま」のグランド
デザインを考える「夢の神
通回廊」を出版
サンアントニオ視察団、多
数出発（2003～2005年）

北陸信越運輸局「富岩運河・
いたち川遊覧航路」事業を
許・認可
「運河のまちを愛する会」が
「滝廉太郎Ⅱ世号」でチャー
タークルーズ開始

「滝廉太郎Ⅱ世号」チャー
タークルーズで、富岩運河
へ。松川に新造船「神通」（定
員41名）が就航。
森富山市長他、市職員サン
アントニオ視察
富山県「滝廉太郎Ⅱ世号」を
チャーター。完成した小運
河でナイトクルーズ開始

な
ぜ
富
山
県
は
、
中
島
閘

門
下
流
へ
の
船
の
運
航

を
許
可
し
な
い
の
か
？

ダ
イ
オ
キ
シ
ン

Ⅰ
2000年

2001年

2002年

2003年

2006年

2007年

　
　
　
　
　
　

中
島
閘
門
下
流
に
は
大

量
の
木
材
が
貯
木
さ
れ
て
お
り
、そ
の

木
材
で
船
の
運
航
を
妨
げ
て
い
る
。
ま

た
、木
材
が
下
流
に
流
れ
出
す
と
危
な

い
の
で
、運
河
に
は
鉄
ト
ビ
ラ（
ゲ
ー

ト
）が
閉
め
ら
れ
、そ
の
鉄
ト
ビ
ラ
を
開

け
な
い
と
、船
が
通
行
で
き
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。特
に
、毎
年
春
か
ら
夏

に
か
け
、運
河
は
新
し
く
入
っ
た
木
材

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、秋
に
な
っ
て
よ
う

や
く
少
な
く
な
っ
て
く
る
、と
い
う
状

態
だ
。

　

こ
う
し
た
理
由
で
、富
山
県
は
中
島

閘
門
下
流
の
船
の
運
航
を
許
可
し
て
い

な
い
の
だ
。現
在
、こ
れ
ら
の
問
題
が
解

決
す
る
見
通
し
は
、全
く
た
っ
て
い
な

い
。富
山
観
光
遊
覧
船
㈱
で
は
、「
富
山

県
か
ら『
中
島
閘
門
上
流
で
の
活
用
を

諮
っ
て
ほ
し
い
』と
の
要
請
を
受
け
、当

面
、小
運
河
ク
ル
ー
ズ
と
、中
島
閘
門
探

検
ク
ル
ー
ズ
で
、富
岩
運
河
を
活
性
化

し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
る
。

貯
木
貯
木

Ⅱ
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に
完
成
し
た
。昨
年
五
月

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
同
運
河
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
中
島
閘
門

は
、門
の
閉
開
に
よ
っ
て

水
位
が
約
二
・
五
メ
ー
ト

ル
上
、下
降
す
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。

　

運
航
さ
れ
る
遊
覧
船

は
、五
十
三
人
乗
り
の「
滝

廉
太
郎
二
世
号
」。ふ
だ
ん

松
川
を
運
航
し
て
お
り
、

こ
の
日
は
ク
レ
ー
ン
で
富

岩
運
河
に
運
ば
れ
た
。

　

発
船
式
で
は
、中
村
孝

一
富
山
観
光
遊
覧
船
社

長
、吉
田
弥
一
郎
県
土
木

平成11年（1999年）８月７日 （土曜日）　　  富　山　新　聞
　

二
十
六
日
の「
全
国
運

河
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
と
や

ま
」開
催
を
記
念
し
、初
め

て
運
航
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
富
山
市
の
富
岩

運
河
遊
覧
船
試
乗
会
は
六

日
、富
岩
運
河
環
水
公
園

で
行
わ
れ
、乗
り
込
ん
だ

地
元
の
園
児
ら
が
中
島
閘

門
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
仕

掛
け
に
目
を
見
張
っ
た
ほ

か
、水
面
に
広
が
る
緑
や
、

町
並
み
な
ど
の
光
景
に
大

き
な
歓
声
を
上
げ
た
。

　

富
岩
運
河
は
昭
和
九
年園児たちを乗せて出航する遊覧船＝富山市の富岩運河環水公園

運
河
で
船
旅 

水
面
に
歓
声

月
内
い
っ
ぱ
い

土
日
な
ど
運
行

富山・富岩環水公園で遊覧船試乗会

初の運航、園児ら満喫

部
長
代
理
、新
田
嗣
治
朗

日
本
海
ガ
ス
社
長
が
順

に
あ
い
さ
つ
し
、テ
ー
プ

カ
ッ
ト
し
た
。

　

試
乗
は
二
回
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、愛
宕
、樹
心
の

両
幼
稚
園
児
や
県
関
係
者

ら
約
百
人
が
船
旅
を
楽
し

み
、し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ

た
。遊
覧
船
は
今
月
の
毎

週
土
、日
曜
と
十
六
日
、富

岩
運
河
環
水
公
園
を
発
着

点
運
行
さ
れ
る
。出
発
は

午
前
十
一
時
、午
後
一
時
、

同
三
時
、同
五
時
の
四
回
。

大
人
五
百
円
、中
学
生
以

下
無
料
。問
い
合
わ
せ
は

富
山
観
光
遊
覧
船
㈱
へ
。
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満
々
と
水
を
た
た
え
た
神
通

川
。
そ
の
昔
、神
通
川
が
湾
曲
し

て
流
れ
て
い
た
頃
、富
山
城
か
ら

富
山
港
へ
は
舟
運
が
発
達
し
、最

大
の
通
商
路
だ
っ
た
こ
の
川
を
、

帆
船
が
往
来
し
て
い
た
。江
戸
か

ら
明
治
、大
正
、昭
和
初
期
、こ

の
、環
水
公
園
一
体
は
、神
通
川

の
中
だ
っ
た
。「
滝
廉
太
郎
Ⅱ
世

号
」に
乗
り
、そ
ん
な
当
時
に
思

い
を
は
せ
れ
ば
、ま
る
で
自
分
自

身
が
神
通
川
を
旅
し
て
い
る
気

分
！
環
水
公
園
か
ら
見
え
る
現

在
の
風
景
も
雄
大
で
、き
っ
と
心

に
残
る
船
旅
が
楽
し
め
る
は
ず
。

「
滝
廉
太
郎
Ⅱ
世
号
に
乗
っ
て
、

「
あ
い
の
島
周
遊
ク
ル
ー
ズ
」を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

昭
和
初
期
、神
通
川
廃
川
地

を
埋
め
立
て
、富
山
市
の
中
心

部
を
作
る
と
い
う
、大
都
市
計

画
が
実
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

運
河
を
掘
っ
た
土
砂
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
、富
岩
運
河
は

こ
う
し
て
誕
生
し
た
。

　

富
山
港
と
上
流
部
の
水
位
差

２
・
５
メ
ー
ト
ル
を
調
節
し
、

船
を
通
す
た
め
に
、下
流
か
ら

３
・
１
キ
ロ
の
所
に
中
島
閘
門

が
設
け
ら
れ
た
、こ
れ
は
パ
ナ

マ
運
河
方
式
の
閘
門
で
、水
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
も
い
え
る
。

「
滝
廉
太
郎
Ⅱ
世
号
」の
チ
ャ
ー

タ
ー
ク
ル
ー
ズ
で
、富
岩
運
河

の
船
旅
を
満
喫
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

滝廉太郎Ⅱ世号の中島閘門探検
チャータークルーズで富岩運河の船旅を満喫
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あいの島周遊クルーズ
滝廉太郎Ⅱ世号に乗り、環水公園をめぐる船旅

DATA
所要時間
約60分

定員53名
チャーター料金
 15～30名　
70,000円から

５月～10月
AM11：00
～PM３：00

DATA 所要時間
約15分

定員53名
料金

大人800円
小人400円

毎日曜
５月～10月
始発 AM11：00
～最終 PM３：00


